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関連研究

◼ 地図閲覧操作に基づくユーザ意図の抽出

⚫ 検索支援範囲の決定
⚫ 地物ベクトルの取得
⚫ 興味ベクトルの取得

◼ 検索支援範囲の決定
⚫ 操作列からユーザの意図を抽出
➢ zoom-in操作の反復：狭域に関心が集中
➢ 広範囲のpanning操作：広域に情報を探索

◼ 地物ベクトルの取得
⚫ 地物のカテゴリや規模などの特徴を表現したベクトル

◼ 興味ベクトルの取得
⚫ RNNでユーザの関心や意図を
ベクトル空間に表現
➢ 検索行動(searching)
➢ 地物選択(selecting objects)

⚫ RNNで検索・選択した地物の
特徴を抽出

⚫ ユーザの暗示的な操作意図を
考慮した検索支援が可能

ユーザ意図の抽出 周辺検索支援

まとめと今後の課題

◼ ベクトル間のコサイン類似度算出
⚫ 興味ベクトルと範囲内に存在する
地物の地物ベクトルとの類似度を算出

⚫ ユーザの地物に対する関心と各地物
ベクトルの一致度が評価可能

◼地図閲覧操作に基づく検索支援
⚫ 算出した類似度が高い順に地物を提示
⚫ 表示画面が同じであっても操作履歴が

異なる場合は出力も変化

検索支援範囲

範囲内地物のランキング

中華料理屋を検索しラーメン屋の閲覧を
繰り返しているユーザへの表示

着物店の閲覧を繰り返している
ユーザへの表示

◼ まとめ
⚫ 地図閲覧操作を用いた検索支援範囲の決定と地物・興味ベクトルの取得
⚫ ベクトル同士の類似度算出によってユーザが興味を持つ可能性のある地物を推薦

◼ 今後の課題
⚫ 評価用データセットの作成
⚫ 地図閲覧操作履歴利用手法の検討

◼ ユーザ意図に基づく周辺検索支援
⚫ 興味ベクトルと地物ベクトルとの類似度算出
⚫ 地図閲覧操作に基づく検索支援

地図操作一覧
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背景：馴染みの無い地域で好みの地物を検索することの困難さ
◼ 正確な地名や施設名を知らない場合検索が困難
◼ 地図の縮尺によって表示される地物・カテゴリが変化

(右図：細部まで拡大しなければ飲食店が表示されない)

目的：ユーザが地図上で行う操作や検索行動を基に地物の推薦を行う周辺検索支援システムの提案

コサイン類似度の算出

提案手法
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